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【
主
な
意
見
や
提
案
】

《
第
５
次
総
合
計
画
に
関
す
る
こ
と
》

▼
施
設
の
建
て
替
え
な
ど
の
大
き
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
な
い
の
か
。

▼
高
齢
者
支
援
を
し
っ
か
り
と
記
述
し
て

も
ら
い
た
い
。

《
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
に
関
す
る

こ
と
》

▼
支
援
制
度
が
町
民
に
認
知
さ
れ
て
い
な

い
と
思
う
の
で
、
制
度
内
容
を
周
知
し

て
も
ら
い
た
い
。

▼
自
治
会
長
に
渡
る
要
援
護
者
の
最
新
の

名
簿
を
、
毎
年
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
に

間
に
合
う
よ
う
に
渡
し
て
も
ら
い
た
い
。

▼
町
全
体
で
把
握
し
て
い
る
要
援
護
者
の

対
象
者
は
何
人
か
。
自
治
会
で
も
全
て

の
世
帯
の
状
況
把
握
は
で
き
な
い
が
、

要
援
護
者
登
録
を
し
て
い
な
い
方
は
支

援
し
な
く
て
も
よ
い
の
か
。

▼
今
後
は
避
難
支
援
が
必
要
に
な
る
方
が

確
実
に
増
え
る
と
思
う
た
め
、
将
来
を

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
町
の
行
政
運
営
や

地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
、
普
段
考
え
て

い
る
こ
と
や
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
町
長
と
直
接
話
し
、
地
域
住

民
と
行
政
が
協
働
で
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
く
方
策
を
考
え
る
場
と

し
て
、
座
談
会
「
町
長
と
語
ろ
う
町
づ

く
り
」
を
町
内
10
会
場
で
開
催
し
ま
し

た
。
は
じ
め
に
町
か
ら
第
５
次
総
合
計

画
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
座
談
会
「
町
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く

り
」
に
は
、
約
２
７
０
人
の
町
民
が
参

加
し
、
貴
重
な
意
見
や
提
案
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
全
体
を
通
し
て
、特
に
多
か
っ
た
意
見

と
し
て
は
、「
第
５
次
総
合
計
画
」、「
災

害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
」、「
防
災
に

関
す
る
こ
と
」、「
丸
山
開
発
」、「
道
路
交

通
網
の
整
備
」、「
ご
み
対
策
」、「
鳥
獣
被

害
対
策
」な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
考
え
て
日
頃
か
ら
助
け
合
う
気
持
ち
を

持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。

《
防
災
に
関
す
る
こ
と
》

　
○
地
域
防
災
計
画
関
係

▼
災
害
時
に
一
時
避
難
場
所
に
行
く
際
、

町
内
の
民
間
施
設
を
中
継
施
設
と
し
て

使
え
る
よ
う
に
、
町
か
ら
声
を
か
け
て

も
ら
い
た
い
。

▼
地
震
対
策
と
比
べ
て
、
富
士
山
の
噴
火

等
の
火
山
対
策
の
記
述
が
少
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
○
そ
の
他
防
災
関
係

▼
災
害
時
の
被
害
予
測
や
想
定
等
が
具
体

的
に
分
か
る
も
の
は
あ
る
の
か
。

▼
地
域
に
住
ん
で
い
る
方
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
企
業
に
勤
め
て
い
る
方
や
、
町

内
の
他
地
区
に
住
む
方
を
消
防
団
に
入

団
さ
せ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
か
。

▼
消
防
団
員
は
勤
め
に
出
て
い
る
方
が
多

く
、
有
事
の
際
の
活
動
が
難
し
い
状
況

な
の
で
、
消
防
団
O
B
が
主
と
な
り
自

主
消
防
隊
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。

《
丸
山
開
発
に
つ
い
て
》

▼
丸
山
山
頂
に
向
か
う
道
路
は
ゲ
ー
ト
で

封
鎖
さ
れ
て
い
る
が
、
開
業
後
の
道
路

の
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

▼
丸
山
山
頂
の
眺
望
は
良
く
観
光
的
財
産

に
な
る
と
思
う
が
、
活
用
の
考
え
は
あ

座
談
会
「
町
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
」

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
は
地
域
か
ら
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る
の
か
。

▼
丸
山
山
頂
で
は
整
地
が
進
め
ら
れ
排
水

量
も
増
え
る
た
め
、
排
水
量
の
調
査
を

行
い
、
排
水
管
の
定
期
検
査
を
し
て
も

ら
い
た
い
。

▼
丸
山
は
高
速
道
路
で
東
京
方
面
か
ら
来

る
と
最
初
に
目
立
つ
山
な
の
で
、
も
っ

と
山
北
町
を
宣
伝
で
き
る
よ
う
な
山
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

《
観
光
対
策
に
つ
い
て
》

▼
洒
水
の
滝
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
滝
の

近
く
に
行
け
る
方
策
を
考
え
て
も
ら
い

た
い
。

▼
河
村
城
址
は
周
り
の
風
景
が
見
え
な
い

の
で
、
木
々
を
切
っ
て
見
通
し
を
良
く

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

▼
ハ
イ
カ
ー
か
ら
大
野
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

　
ー
ス
の
道
標
が
分
か
り
に
く
い
と
聞
く

た
め
、
現
状
に
あ
っ
た
表
示
に
し
て
も

ら
い
た
い
。

《
道
路
交
通
網
に
関
す
る
こ
と
》

▼
三
菱
ガ
ス
化
学
㈱
前
の
県
道
は
、
大
型

車
が
通
行
す
る
に
は
狭
す
ぎ
て
、
大
型

車
同
士
の
す
れ
違
い
で
渋
滞
と
な
る
。

《
ご
み
対
策
に
つ
い
て
》

▼
道
の
駅
の
前
の
河
原
は
、
仮
称
塩
沢
橋

付
近
の
工
事
も
あ
り
例
年
よ
り
キ
ャ
ン

プ
客
が
少
な
い
が
、
相
変
わ
ら
ず
ご
み

が
放
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ご
み
は
誰

が
片
づ
け
る
の
か
。

▼
玄
倉
川
で
川
遊
び
や
キ
ャ
ン
プ
客
が
不

法
に
捨
て
た
ご
み
の
収
集
を
し
て
い
る

　
が
、
林
道
の
通
行
期
間
を
限
定
し
て
一

般
車
両
の
通
行
規
制
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
を
検
討
す
べ
き
。

▼
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
で
今
年
は
10
日

間
も
収
集
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
が
、

な
ぜ
10
日
間
も
収
集
に
来
な
い
の
か
、

期
間
を
短
縮
す
る
等
の
努
力
を
し
て
い

る
の
か
。

《
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
》

▼
今
年
は
非
常
に
被
害
が
大
き
く
、
猿
が

群
れ
で
き
て
作
物
を
食
べ
て
し
ま
う
。

猪
や
鹿
に
対
し
て
は
あ
る
程
度
対
策
を

し
て
い
る
が
、
猿
に
関
し
て
は
防
げ
な

い
。

▼
な
に
を
植
え
て
も
鹿
や
猿
に
食
べ
ら
れ

て
し
ま
う
。
猿
に
対
し
て
花
火
で
追
い

払
い
を
し
て
い
る
が
効
果
が
な
い
。

▼
鳥
獣
被
害
の
届
出
方
法
を
教
え
て
も
ら

い
た
い
。

《
そ
の
他
の
意
見
》

▼
清
水
中
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
地
域
住

民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
し
て
、
有
効

な
跡
地
利
用
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

▼
座
談
会
の
開
催
を
回
覧
で
周
知
し
て
も
、

知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
話
が
出
る
と
思

う
の
で
、
昔
な
が
ら
の
周
知
方
法
だ
け

で
な
く
、
新
し
い
方
法
で
周
知
す
る
こ

と
が
必
要
で
な
い
か
。

▼
川
村
小
学
校
に
通
う
通
学
路
に
つ
い
て
、

平
日
の
時
間
帯
は
車
の
通
行
が
多
く
、

小
学
生
の
通
学
が
危
険
な
箇
所
が
あ
る

た
め
、
通
学
路
の
看
板
を
立
て
る
等
の

対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

▼
町
か
ら
の
連
絡
方
法
は
郵
便
に
よ
る
も

の
が
主
だ
が
、
E
メ
ー
ル
を
活
用
す
る

こ
と
も
考
え
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
。

▼
向
原
保
育
園
の
送
迎
車
両
が
列
を
作
っ

て
町
道
に
止
ま
っ
て
い
る
が
、
近
隣
の

土
地
を
借
り
て
駐
車
場
は
で
き
な
い

か
。

▼
町
内
に
は
空
き
家
が
多
い
が
、
山
北
町

は
首
都
圏
か
ら
も
比
較
的
近
く
環
境
も

良
い
の
で
、
商
売
や
山
北
町
ら
し
い
取

り
組
み
が
で
き
た
ら
と
思
う
。

▼
町
内
に
商
業
施
設
が
で
き
る
が
、
車
が

運
転
で
き
な
い
方
や
高
齢
者
の
足
と
な

る
買
い
物
バ
ス
や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
等
を

配
備
し
て
も
ら
い
た
い
。

大型車のすれ違いが困難な三菱ガス化学㈱前の県道

捕獲された野生の猿
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　町職員の給与・職員数などの状況について、平成25年4月1日現在の概要をお知らせします。
　なお、詳しくは、町ホームページ（http://www.town.yamakita.kanagawa.jp）に『人事
行政の運営等の状況』を掲載していますのでご覧ください。

★町職員の給与とは…職務の内容や職責に応じて定められた基本給としての｢給料｣と、勤務実績などに
応じて支給される｢手当｣で構成されており、町議会の審議を経て定められた条例
などに基づき支給されるものです。

★給与決定には………国や他の地方公共団体の職員、民間企業従事者の給与水準のほか、生計費、物価
などを総合的に考慮し、人事院の行う給与改定勧告に基づき決定されます。

町職員の給与などに関する概要
―人事行政の運営等の状況―

の
も
る
れ
さ
給
支
て
じ
応
に
績
実
た
し
務
勤 正規の勤務時間を超えて

勤務した時に支給される
手当(管理職は除く）

危険・困難・健康によくな
い・著しく特殊な業務など
に従事した時に支給され
る手当（動物死体処理手
当、有害毒薬物取扱手当
など）

日直手当、管理職員特別
勤務手当など

時間外勤務手当

特殊勤務手当

そ　の　他

　　　

給与の種類

民間企業のボーナスに相当する手当
年間3.95月分（平成24年度）

※支給率は、県内３市13町１村６一部事務組合で
　構成する退職手当組合の条例によるものです。

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

区　分
23.03月
32.83月
46.55月
55.86月

自己都合
28.7875月
38.955月
55.86月
55.86月

定　年
他
の
そ 期末勤勉手当

退 職 手 当

職種や職務に応じた給料表に定める額

給料・扶養手当・管理職手当の3％

管理職の職責に応じて32,000円～64,000円を支給

給 　 　 料

地 域 手 当

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

管理職手当

区　　　　　　　分 支 給 額
配偶者 13,000円
配偶者以外の扶養親族（１人につき） 6,500円
上記のうち配偶者がない場合は、
そのうち１人について 11,000円
特定期間にある子１人に対する加算額 5,000円

賃貸住宅居住者 支給限度額 27,000円

自己所有住宅居住者 新築又は購入後５年間
5,000円

その他　　　　　 3,000円

片道２㎞以上から支給
交通機関利用者 運賃等相当額　限度額

55,000円
自家用車等使用者 2,000円～
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※特例措置として、町長については給料･手
当を30%、副町長・教育長については期
末手当をそれぞれ15%・10%、定められ
た額から減額しています。

※特別は国民健康保険事業、下水道事業、介護保険事業および水道
事業の4会計の合計です。

職員数
　　A会計

人

138
12

150

一般

特別

計

給　　　与　　　費
給　料 職員手当 期末勤勉手当 計　B
千円

499,418
45,187

544,605

千円

86,983
7,125

94,108

千円

176,531
16,272

192,803

千円

762,932
68,584

831,516

1人当たり
給 与 費
（B／A）

千円

5,528
5,715

5,543

3.90 月

4.15 月

期末手当年間

報
　
酬

給
　
料

区　分 月　　額
町　長
副町長
教育長
議　長
副議長
議　員

769,000円
630,000円
583,000円
356,000円
279,000円
255,000円

※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

区　　分
標準的な
職務内容
職 員 数

１　級

主  事  補

16人 32人 15人 19人 20人 32人 15人 1人 150人

２　級

主　事

３　級

主任主事

４　級

主　査

５　級
副  主  幹
副  技  幹

６　級
主　幹
技　幹

７　級

課　長

８　級

参　事
計

構 成 比 10.7％ 21.3％ 10.0％ 12.7％ 13.3％ 21.3％ 10.0％ 0.7％ 100％

特別職の報酬などの状況給与費（平成25年度当初予算）

級別職員数

区　　分 初任給額
大  学  卒
高  校  卒

173,900円
145,900円

区　　分 経験10年 経験15年 経験20年
357,000円
312,100円

303,800円
270,200円

252,200円
214,600円

大  学  卒
高  校  卒

一般行政職の初任給 一般行政職の経験年数別給料月額

ラスパイレス指数の推移

区　　分
一般行政職

平均給料 平均年齢

技能労務職
302,455円
277,867円

39歳 11月
55歳　6月

職員数の状況 平均給料月額及び平均年齢
区　　　　　分 平成24年度

110人
平成25年度
111人

増減数
1人一般行政（議会、総務、企画等）

特別行政（教育委員会）
公営企業等（上下水道、国保等）

合　　　　　計

27人
12人
149人

26人
13人
150人

△1人
1人
1人

50～59歳
50人
33.3%

20～29歳
45人
30.0%

30～39歳
30人
20.0%

40～49歳
25人
16.7%

合計
150人

年齢別職員数の状況

107.4

110.6

96.4

102.2

96.7

102.4

97.2

102.8 102.3 102.3

98.5
99

※参考値

.2

105.0
106.0
107.0
108.0
109.0
110.0
111.0

104.0
103.0
102.0
101.0
100.0
99.0
98.0
97.0
96.0
95.0

平成24年平成23年平成22年平成21年平成20年

県内市町村平均山北町

※ラスパイレス指数とは、給与水準を計る一つの目安となるもので、国家公務員を
100として算出したものです。「参考値」は、国家公務員の時限的な（2年間）給与改
定特例法による措置が無いとした場合の値です。
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行
政
改
革
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、

行
政
改
革
大
綱
で
数
値
目
標
を
掲
げ
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

①
職
員
定
数

　

職
員
定
数
条
例
に
基
づ
く
定
数
は

１
６
０
人
で
す
。
平
成
26
年
度
ま
で
に

５
％
削
減
の
１
５
２
人
と
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
【
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
】

職
員
数　
１
５
０
人

　
【
削
減
率
】　　
　
　
　
　
　
６
・
25
％

※

目
標
が
達
成
で
き
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
経
常
収
支
比
率

　
【
目
標
値
】　　
　
　
　
　
　
80
・
０
％

　
【
平
成
24
年
度
数
値
】　　
　
84
・
６
％

※

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
比
率

と
し
て
用
い
ら
れ
、
町
村
で
は
75
〜

80
％
程
度
が
妥
当
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
目
標
を
達
成
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
近
年
は
景
気
低
迷
に
よ
る
影

響
で
、
多
く
の
地
方
自
治
体
が
90
％
を

超
え
て
い
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　
【
目
標
値
】　　
　
　
　
　
　
10
・
０
％

　
【
平
成
24
年
度
数
値
】　　
　
11
・
１
％

※

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元
利
償
還
金

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
、

目
標
を
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
18
％
以
下
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。）

④
税
・
公
共
料
金
の
現
年
度
分
収
納
率

　
【
目
標
値
】　　
　
　
　
　
　
99
・
０
％

　
【
平
成
24
年
度
数
値
】　　
　
98
・
41
％

※

庁
内
組
織
の
「
税
・
公
共
料
金
等
の
収

納
促
進
会
議
」
に
よ
り
収
納
対
策
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
わ
ず
か
に
目
標
値
に

達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑤
審
議
会
等
委
員
の
女
性
登
用
率

　
【
目
標
値
】　　
　
　
　
　
　
30
・
０
％

　
【
平
成
24
年
度
数
値
】　　
　
28
・
１
％

※

男
女
共
同
参
画
社
会
を
進
め
る
た
め
、

女
性
か
ら
の
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

●　

山
北
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
団
体
使
用
の

　
町
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
や
人
的
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
多
岐
に
わ
た
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
し
く

み
づ
く
り
や
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、「
山
北
町
第
６
次
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
行
政
改
革
大
綱
は
、

５
年
間
の
計
画
期
間
（
平
成
22
年
度
〜
平
成
26
年
度
）
で
、
地
域
主
権
型
社
会
に
対
応
し
た
行
政
体
制
を
目
指
し
、
組
織
・
機
構
の
見
直
し
、

財
政
運
営
の
適
正
化
、
職
員
数
の
削
減
や
職
員
給
与
の
適
正
な
管
理
に
努
め
る
た
め
の
基
本
方
針
で
す
。

　
平
成
24
年
度
の
行
政
改
革
の
実
施
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

況
状
成
達
の
標
目
値
数

自
律
し
た
行
政
体
制
の
整
備

成
平

24

の
中
度
年

況
状
み
組
り
取
な
主
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使
用
料
前
納
制
度
を
当
日
納
付
に
変
更

し
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま

し
た
。

●
　

山
北
町
自
治
基
本
条
例
を
制
定
し
、
町

民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
し
た
。

●
　

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当

及
び
町
長
の
給
料
を
削
減
し
ま
し
た
。

●
　

課
長
級
の
管
理
職
手
当
を
削
減
し
ま
し

た
。

●
　

全
職
員
の
地
域
手
当
支
給
率
を
削
減
し

ま
し
た
。

●
　

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
町
県
民

税
、国
民
健
康
保
険
税
、介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
書
印

刷
、
封
入
作
業
を
町
村
シ
ス
テ
ム
組
合

に
委
託
し
、
経
費
の
削
減
を
図
り
ま
し

た
。

●
　

中
央
公
民
館
図
書
シ
ス
テ
ム
を
更
新

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

●
　

町
単
独
で
整
備
し
て
い
た
各
種
情
報
シ

ス
テ
ム
を
県
内
全
町
村
合
同
の
シ
ス
テ

ム
に
切
り
替
え
、
経
費
の
大
幅
削
減
を

図
り
ま
し
た
。

●
　

ｔ
ｖ
ｋ
デ―

タ
放
送
を
活
用
し
、
町
の

情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。

●
　

尾
﨑
好
美
選
手
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
出
場
を
応
援
し

ま
し
た
。

●
　

５
年
振
り
に
開
催
さ
れ
た
山
北
の
お
峯

入
り
公
演
を
支
援
し
ま
し
た
。
今
回
の

公
演
は
人
員
確
保
が
難
し
い
中
、
山
北

高
校
の
生
徒
３
名
が
協
力
出
演
し
ま
し

た
。

町職員の人事異動等

［班　員］
新　所　属 氏　　　名 旧　所　属

政策秘書課政策秘書班
主　事 深　野　　　舞 福祉課福祉推進班

主　事
福祉課福祉推進班

主事補 井　上　知　洋 新採用

［班　員］
新　所　属 氏　　　名 旧　所　属

総務防災課財産管理班
主　事 木名瀬　真　吾 商工観光課商工観光班

主　事
商工観光課商工観光班

主　事 主　事竹　内　祐　二 総務防災課財産管理班

［退職者］ 　（平成25年９月30日付け）

　（平成25年10月21日付け）

　（平成25年10月１日付け）

氏　　　名 旧　所　属
宇野澤　麻　美 政策秘書課政策秘書班主事

（敬称略）

教育委員長に 小林 亘さん、
委員長職務代理者に
　　　　岡部 達也さんを再任

岡部 達也
委員長職務代理

小林　亘
教育委員長

　９月26日の教育委員会で、教育委員長に小
林亘さん、委員長職務代理者に岡部達也さんが
それぞれ再任されました。
　委員長及び職務代理者の任期は、平成25年
10月１日から１年間です。

財
政
の
適
正
か
つ
健
全
な
運
営

行
政
運
営
の
簡
素
化
・
効
率
化

町
民
の
ま
ち
づ
く
り
意
識
の
高
揚



山
北
町
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の

　
あ
り
方
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
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【
基
本
方
針
の
概
要
】

　
最
初
に
、
人
口
統
計
法
に
よ
る
人
口
推
計
や

町
の
定
住
促
進
対
策
な
ど
の
施
策
に
よ
る
定
住

人
口
を
推
測
し
、
平
成
35
年
に
は
０
歳
か
ら
５

歳
ま
で
の
乳
幼
児
数
（
未
就
学
児
童
数
）
を
４

０
０
人
と
試
算
し
、
今
後
の
幼
稚
園
・
保
育
園

の
あ
り
方
の
検
討
資
料
と
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
基
本
的
な
考
え

方
と
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
役
割
の
再
確
認
を
行

い
、
幼
稚
園
の
学
級
編
制
や
保
育
園
の
配
置
及

び
幼
児
教
育
と
保
育
ニ
ー
ズ
か
ら
望
ま
し
い
幼

児
教
育
・
保
育
の
環
境
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
山
北
町
の
「
め
ざ
す
幼
児
教
育

の
あ
り
方
」と
し
て
次
の
４
点
を
掲
げ
ま
し
た
。

１
．
地
域
に
根
ざ
し
開
か
れ
た
教
育

　
園
へ
の
受
け
入
れ
や
園
外
活
動
な
ど
、
地
域

の
方
々
や
高
齢
者
と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
、

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
に
一
層
親
し
み
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

２
．
豊
か
な
心
の
育
ち
を
高
め
る
教
育

　
仲
間
と
の
つ
な
が
り
の
深
ま
り
か
ら
集
団
生

活
を
通
し
た
育
ち
合
い
で
、
思
い
や
り
や
互
い

に
認
め
合
う
な
ど
の
人
間
関
係
の
基
盤
づ
く
り

と
情
緒
の
安
定
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
幼

児
は
園
生
活
の
な
か
で
、人
と「
か
か
わ
る
力
」

を
育
て
て
い
き
ま
す
。

３
．
連
続
性
を
重
視
す
る
教
育

　
就
学
前
に
育
ま
れ
た
力
を
小
学
校
へ
し
っ
か

り
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
基
づ
い
た
「
生
活
の
連
続
性
」・「
学
び
の
連

続
性
」
を
大
切
に
し
た
教
育
を
実
践
し
て
い
き

ま
す
。

４
．
体
つ
く
り
（
感
覚
・
身
体
活
動
）
を

　
　
大
切
に
す
る
教
育

　
明
る
く
伸
び
伸
び
と
健
康
な
心
を
育
む
と
と

も
に
、
自
分
の
体
を
十
分
に
動
か
し
、
体
を
動

か
す
気
持
ち
よ
さ
を
感
じ
る
こ
と
を
通
し
、
進

ん
で
体
を
動
か
そ
う
と
す
る
意
欲
を
育
て
て
い

き
ま
す
。

　
「
望
ま
し
い
幼
児
教
育・保
育
の
環
境
の
考
え

方
や
め
ざ
す
幼
児
教
育
の
あ
り
方
」を
踏
ま
え
、

次
の
と
お
り
第
１
案
か
ら
第
４
案
に
つ
い
て
検

討
し
ま
し
た
。

【
第
１
案
】
現
在
の
施
設
配
置
を
継
続
す
る
。

【
第
２
案
】
山
北
幼
稚
園
と
岸
幼
稚
園
を
統
合

す
る
。

【
第
３
案
】
山
北
幼
稚
園
と
わ
か
ば
保
育
園
が

連
携
し
た
認
定
こ
ど
も
園
と
す
る
。

【
第
４
案
】
す
べ
て
の
施
設
を
認
定
こ
ど
も
園

と
す
る
。

　
現
在
の
幼
稚
園
３
園
・
保
育
園
３
園
の
６
園

体
制
か
ら
【
第
３
案
】
で
あ
る
山
北
幼
稚
園
と

わ
か
ば
保
育
園
を
認
定
こ
ど
も
園
と
す
る
方
向

の
５
園
体
制
に
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
他
の
４

園
は
継
続
運
営
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
理
由
と
し
て
は
、
山
北
幼
稚
園
と
わ
か
ば
保

育
園
が
近
接
し
て
い
る
と
い
う
立
地
条
件
を
最

大
限
に
生
か
す
こ
と
で
、
３
歳
か
ら
の
幼
児
教

育
を
、
幼
稚
園
児
と
保
育
園
児
の
同
じ
年
齢
の

子
ど
も
が
同
じ
施
設
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
定
住
促
進
対
策
を
一
層
推
進
す
る

た
め
に
、
女
性
の
社
会
進
出
に
伴
う
乳
児
保
育

の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
施

設
及
び
人
材
の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
運
営
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
次
の
３
点
を
特
に
重
要
な
こ
と
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

１
．
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定

　
幼
稚
園
・
保
育
園
に
お
け
る
３
歳
か
ら
５

歳
ま
で
の
幼
児
期
の
質
的
向
上
と
、
学
び
に

対
す
る
職
員
間
の
共
通
理
解
を
図
る
た
め

に
、
町
の
「
幼
児
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
研
究

し
、
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

２
．
保
育
体
制
の
充
実

　
家
庭
と
の
連
携
を
図
り
、
預
か
り
保
育
、

延
長
保
育
や
一
時
預
か
り
保
育
の
実
施
、
低

年
齢
児
の
受
け
入
れ
を
視
野
に
入
れ
た
保
育

体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

３
．
子
育
て
の
支
援
体
制
づ
く
り

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
的
な
役
割
を
幼
稚

園
や
保
育
園
が
担
え
る
よ
う
に
、
職
員
配
置

の
見
直
し
を
は
じ
め
と
し
て
、
環
境
整
備
や

研
修
・
研
究
等
を
と
お
し
て
職
員
の
資
質
・

能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
山
北
町
は
、
こ
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の
あ

り
方
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
地
域
の
方
々
や

保
護
者
の
思
い
を
十
分
に
受
け
止
め
、
園
や

地
域
の
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
で
段
階
的
な
対

応
を
図
る
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
に
積
極
的
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
基
本
方
針
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
ほ
か
、
役
場
本
庁
舎
の
福
祉
課

（
１
Ｆ
）、教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
２
Ｆ
）、

清
水
・
三
保
の
各
支
所
窓
口
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
福
祉
課
福
祉
推
進
班（
電
話
）75

─

３
６
４
４

　
学
校
教
育
課
教
育
班（
電
話
）75

─

３
６
４
８

連携して認定こども園とする方向が決められた
山北幼稚園（写真上）とわかば保育園（写真下）

　
町
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る
保
護
者
の
幼
児
教
育
・
保
育
ニ
ー
ズ
の
変
化
へ
の
対

応
や
、
保
護
者
が
安
心
し
て
子
育
て
を
す
る
た
め
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
就
学
前
の
子

ど
も
た
ち
の
教
育
と
保
育
を
ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
幼
稚

園
・
保
育
園
の
基
本
的
な
あ
り
方
を
検
討
し
た
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。
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10
月
17
日（
木
）、第
62
回
神
奈
川
県
社
会
福
祉
大
会
が
横

浜
市
の
神
奈
川
県
立
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
、山
北
婦
人
会
が
神

奈
川
県
知
事
表
彰（
社
会
福
祉
事
業
）を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
北
婦
人
会
は
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
社
会
福
祉
事
業
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
昭
和
50
年
代
前
半
頃
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
県
立
中
井
や
ま
ゆ
り
園
（
障
害
者
施
設
）
で

の
清
掃
作
業
や
衣
類
の
補
修
・
破
れ
た
箇
所
の
縫
い
合
わ
せ

な
ど
、
長
年
の
奉
仕
活
動
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
表
彰
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
山
北
婦
人
会
は
昨
年
、
同
園
か
ら

感
謝
状
も
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
学
生
の
主
張
in
か
な
が
わ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
を
受
賞

　
神
奈
川
県
が
主
催
す
る
「
中
学
生
の
主
張
ｉ
ｎ
か
な
が
わ
」
が
９
月
29
日
、
神
奈

川
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
応
募
総
数
９
９
６
点
の
中
か
ら
、
三
保
中
学

校
２
年
の
碓
井
優
花
さ
ん
が
優
秀
賞
の
神
奈
川
県
教
育
長
賞
を
、
山
北
中
学
校
２
年

の
瀬
戸
春
香
さ
ん
が
同
じ
く
優
秀
賞
の
テ
レ
ビ
神
奈
川
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

瀬戸春香さん（山北中２年）
「農家としての自覚」

碓井優花さん（三保中２年）
「あきらめないこと」

神奈川県立青少年センターでの作文発表の様子

第67回足柄上・南中学校
陸上競技大会の結果

　９月21日（土）に小田原市城山陸上競技場で、第67回
足柄上・南中学校陸上競技大会が開催されました。
　入賞者等は次のとおりです。

（敬省略・☆印は県大会出場者）成　績　表

氏名

鈴 木 雅 也

山北中学校

学年

3

種　目

四種競技

低学年
4×100ｍリレー

順位

3

2

記録

1392点

52秒19

県大会
山北中学校

氏名

加 藤 郁 人

加 藤 郁 人

学年

3

3

種　目

110ｍハードル

１００ｍ

順位

2

3

記録

16秒93

11秒82

県大会

☆

清水中学校

山
北
婦
人
会
が
県
知
事
表
彰
を
受
賞
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人
権
と
は
「
私
た
ち
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い

る
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、
誰
か

ら
も
侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
基
本
的
権
利
」
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
様
々
な
人
権
侵
害
を
受

け
、
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
多
く
の
人
々
が
い
る
こ
と
も

事
実
で
す
。

　
詩
「
嘘
で
も
い
い　
希
望
が
ほ
し
か
っ
た
」
は
、
母

康
子
さ
ん
が
、
こ
の
世
に
ダ
ウ
ン
症
と
し
て
誕
生
し
た

娘
翔
子
さ
ん
に
、絶
望
を
抱
い
た
こ
と
を
深
く
後
悔
し
、

書
家
と
し
て
人
々
に
希
望
を
与
え
、
生
き
生
き
と
活
躍

す
る
娘
の
姿
に
、
命
の
尊
さ
と
障
が
い
の
有
無
で
は
な

い
こ
と
に
気
づ
く
心
情
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
先
入
観
や
固
定
観
念
で
人
を
見
て
し
ま

う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
人
ひ
と
り
の
命
は
、
は
か
り
知
れ
な
い
可
能
性
を

持
ち
な
が
ら
、
未
来
に
尊
く
輝
き
ま
す
。

　
人
権
を
侵
さ
ず
に
、
お
互
い
が
、
認
め
合
え
る
社
会

を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
人
権

　
今
回
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
の
一
つ
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
は
、「
性
同
一
性
障
が
い
」

「
同
性
愛
」「
性
分
化
疾
患
」等
の
人
々
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
少
数
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
に
苦
し
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か

「
性
同
一
性
障
が
い
」
の
人
　々
生
ま
れ
た
時
の
「
体

の
性
」
男
（
女
）
と
、
自
分
は
男
（
女
）
で
あ
る
と
認

識
す
る
「
心
の
性
」
が
一
致
し
な
い
性
の
同
一
性
を
欠

い
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

　
自
分
の
性
別
に
対
す
る
違
和
感
を
抱
き
、
強
い
葛
藤

を
覚
え
、
心
の
性
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
生
じ
て
い
る

適
応
の
障
が
い
で
苦
し
み
ま
す
。

　
「
同
性
愛
」
の
人
　々

生
ま
れ
た
時
の
性
と
同
じ
性

に
愛
情
の
対
象
が
向
き
、
異
性
愛
が
正
常
と
い
う
社
会

認
識
か
ら
偏
見
や
か
ら
か
い
の
対
象
に
な
り
、
自
分
を

表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
苦
し
み
ま
す
。

　

思
春
期
に
戸
惑
い
悩
む　
中
学
生
や
高
校
生
に
な
る

思
春
期
に
、
同
性
が
好
き
に
な
り
悩
ん
だ
り
、
自
分
が

男
な
の
か
女
な
の
か
分
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
経
験
を

し
ま
す
。

　
体
の
性
と
心
の
性
の
不
一
致
や
、
周
り
の
人
た
ち
か
ら

の
偏
見
や
差
別
等
か
ら
自
分
に
自
信
を
失
い
、
自
己
を

肯
定
す
る
気
持
ち
が
持
て
な
く
な
り
ま
す
。
深
い
孤
独

感
と
絶
望
感
に
苦
し
み「
死
」を
覚
悟
す
る
人
も
い
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
の
苦
し
み　

（
性
同
一
性
障
が
い
）

【
Ａ
さ
ん
は
、
生
ま
れ
た
時
の
性
は
女
の
子
。

　
毎
朝
、
目
が
覚
め
た
時
、
体
が
男
の
子
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
願
っ
て
い
た
。
自
分
は
、
何
者
だ
ろ
う
と
思
う
よ

う
に
な
る
が
、
人
に
相
談
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
高
校
生
の
時
は
、
ス
カ
ー
ト
丈
を
で
き
る
だ
け
短
め
に

2013年11月第95号
山北町教育委員会

望がほしかった
ぼう

り立ったダウン症の翔子

れないではないか

ない」と思って

絶望の淵に生きていた

を経験した今

い込みであったと思う

は、

想であり

は不明である

者だから

い込んでいた

も　平等に

た光明でもありうるのに

しまった

悲しく胸に抱きかかえては

い命の誕生の喜びで

な時期に

を見て育ってしまった

い悔いである

た しょう しょうこ

こ

しゃ

むね だ

く

おも

ぜつぼう ふち い

けいけん いま

そう

ふめい

びょうどう

こうみょう

かな

いのち たんじょう よろこ

じ き

盛」の題字は翔子さんの書です＞
翔子の物語　天使の正体」
金澤康子（かまくら春秋社）より

じ
ん
け
ん

わ
た
し

う

も

に
ん
げ
ん

い

だ
れ

お
か

き
ほ
ん
て
き
け
ん
り

う

さ
ま
ざ
ま

し
ん
が
い

な
や

く
る

ひ
と
び
と

お
お

じ
じ
つし

き
ぼ
う

う
そ

は
は

よ

し
ょ
う

や
す
こ

た
ん
じ
ょ
う

む
す
め
し
ょ
う
こ

ぜ
つ
ぼ
う

い
だ

ふ
か

こ
う
か
い

し
ょ
か

き
ぼ
う

あ
た

か
つ
や
く

す
が
た

い
の
ち
と
う
と

し
ょ
う

む
う

き

つ
た

し
ん
じ
ょ
う

せ
ん
に
ゅ
う
か
ん

こ
て
い
か
ん
ね
ん

み

し

み
ら
い

か
が
や

た
が

み
と

し
ゃ
か
い

き
ず

た
い
せ
つ

こ
ん
か
い

か
だ
い

か
ん
が

ぶ
ん
か
し
っ
か
ん

あ
い

し
ょ
う
す
う
し
ゃ

よ

か
の
う
せ
い

て
き
お
う

あ

た
い
し
ょ
う

む

い
せ
い

せ
い
じ
ょ
う

へ
ん
け
ん

ひ
ょ
う
げ
ん

し
し
ゅ
ん
き

と
ま
ど

け
い
け
ん

すわ

こ
う
こ
う

ち
ゅ
う
が
く
せ
い

ど
う
い
つ

ふ

ま
わ

じ
し
ん

じ

こ

う
し
な

さ
べ
つ

こ
う
て
い

こ
ど
く

か
ん

し

か
く
ご

し
き

こ
こ
ろ

い
っ
ち

じ
ょ
う
た
い

い

か
ん

た
い

せ
い
べ
つ

わ

お
ぼ

あ

し
ょ
う

に
ん

お
と
こ

お
ん
な

じ
ぶ
ん

と
き

か
ら
だ

か

さ

ま
い
あ
さね

が

な
に
も
の

つ
よ

か
っ
と
う

い
だ

そ
う
だ
ん

た
け

み
じ
か

せ
い
て
き
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人
権
と
は
「
私
た
ち
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い

る
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、
誰
か

ら
も
侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
基
本
的
権
利
」
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
様
々
な
人
権
侵
害
を
受

け
、
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
多
く
の
人
々
が
い
る
こ
と
も

事
実
で
す
。

　
詩
「
嘘
で
も
い
い　
希
望
が
ほ
し
か
っ
た
」
は
、
母

康
子
さ
ん
が
、
こ
の
世
に
ダ
ウ
ン
症
と
し
て
誕
生
し
た

娘
翔
子
さ
ん
に
、絶
望
を
抱
い
た
こ
と
を
深
く
後
悔
し
、

書
家
と
し
て
人
々
に
希
望
を
与
え
、
生
き
生
き
と
活
躍

す
る
娘
の
姿
に
、
命
の
尊
さ
と
障
が
い
の
有
無
で
は
な

い
こ
と
に
気
づ
く
心
情
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
先
入
観
や
固
定
観
念
で
人
を
見
て
し
ま

う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
人
ひ
と
り
の
命
は
、
は
か
り
知
れ
な
い
可
能
性
を

持
ち
な
が
ら
、
未
来
に
尊
く
輝
き
ま
す
。

　
人
権
を
侵
さ
ず
に
、
お
互
い
が
、
認
め
合
え
る
社
会

を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
人
権

　
今
回
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
の
一
つ
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
は
、「
性
同
一
性
障
が
い
」

「
同
性
愛
」「
性
分
化
疾
患
」等
の
人
々
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
少
数
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
に
苦
し
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か

「
性
同
一
性
障
が
い
」
の
人
　々
生
ま
れ
た
時
の
「
体

の
性
」
男
（
女
）
と
、
自
分
は
男
（
女
）
で
あ
る
と
認

識
す
る
「
心
の
性
」
が
一
致
し
な
い
性
の
同
一
性
を
欠

い
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

　
自
分
の
性
別
に
対
す
る
違
和
感
を
抱
き
、
強
い
葛
藤

を
覚
え
、
心
の
性
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
生
じ
て
い
る

し
、
女
の
子
に
な
ろ
う
と
必
死
だ
っ
た
。
自
分
は
ど
う
い

う
人
な
ん
だ
ろ
う
と
苦
し
み
が
続
き
、
死
ぬ
こ
と
ば
か
り

考
え
て
い
た
。
養
護
教
諭
と
出
会
い
心
を
開
く
。
医
療
機

関
等
へ
の
通
院
が
始
ま
り
、
同
じ
悩
み
の
仲
間
と
の
出
会

い
も
あ
り
「
自
分
は
自
分
で
い
い
。
男
性
で
い
い
。」と

吹
っ
切
れ
る
。】（
大
学
生
）

　
現
在
、
Ａ
さ
ん
は
、
ホ
ル
モ
ン
治
療
、
戸
籍
の
性
別

変
更
等
の
対
応
へ
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

現
状
と
課
題

・
偏
見
や
差
別
意
識
が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い

・
嫌
が
ら
せ
や
侮
辱
的
な
言
動
が
あ
る

・
就
職
で
は
、
住
民
票
な
ど
戸
籍
上
の
性
別
を
提
出
で

　
き
ず
ア
ル
バ
イ
ト
に
し
か
就
け
な
い

・
性
別
記
載
の
あ
る
健
康
保
険
証
等
を
使
い
た
く
な　

　
い
。
病
院
等
に
行
き
づ
ら
い
。　
他

人
権
を
守
る
た
め
に

早
期
に
周
り
が
気
づ
き　

本
人
に
向
き
合
う

　
小
学
生
時
代
に
「
も
し
か
し
た
ら
」
と
気
づ
き
、
家

族
が
早
め
に
医
療
機
関
に
相
談
し
、
本
人
が
悩
ま
ず
自

認
し
た
性
で
伸
び
伸
び
と
生
活
を
し
て
い
る
事
例
も
あ

り
ま
す
。
早
期
に
対
応
し
た
こ
と
に
よ
り
、
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。早
期
対
応
は
、大

切
な
こ
と
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や　

相
談
機
関
等
の
受
け
入
れ

　
自
分
だ
け
で
苦
し
み
を
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
で
す
。

悩
み
を
受
け
入
れ
る
機
関
は
、
神
奈
川
県
内
に
も
さ
ま

ざ
ま
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
等
の
行
政
で
は
、
法
律
の
制

定
や
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
人
権
を
守
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
相
手
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
相

手
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
、「
人
権
」
を

尊
重
し
守
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

適
応
の
障
が
い
で
苦
し
み
ま
す
。

　
「
同
性
愛
」
の
人
　々

生
ま
れ
た
時
の
性
と
同
じ
性

に
愛
情
の
対
象
が
向
き
、
異
性
愛
が
正
常
と
い
う
社
会

認
識
か
ら
偏
見
や
か
ら
か
い
の
対
象
に
な
り
、
自
分
を

表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
苦
し
み
ま
す
。

　

思
春
期
に
戸
惑
い
悩
む　
中
学
生
や
高
校
生
に
な
る

思
春
期
に
、
同
性
が
好
き
に
な
り
悩
ん
だ
り
、
自
分
が

男
な
の
か
女
な
の
か
分
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
経
験
を

し
ま
す
。

　
体
の
性
と
心
の
性
の
不
一
致
や
、
周
り
の
人
た
ち
か
ら

の
偏
見
や
差
別
等
か
ら
自
分
に
自
信
を
失
い
、
自
己
を

肯
定
す
る
気
持
ち
が
持
て
な
く
な
り
ま
す
。
深
い
孤
独

感
と
絶
望
感
に
苦
し
み「
死
」を
覚
悟
す
る
人
も
い
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
の
苦
し
み　

（
性
同
一
性
障
が
い
）

【
Ａ
さ
ん
は
、
生
ま
れ
た
時
の
性
は
女
の
子
。

　
毎
朝
、
目
が
覚
め
た
時
、
体
が
男
の
子
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
願
っ
て
い
た
。
自
分
は
、
何
者
だ
ろ
う
と
思
う
よ

う
に
な
る
が
、
人
に
相
談
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
高
校
生
の
時
は
、
ス
カ
ー
ト
丈
を
で
き
る
だ
け
短
め
に

「
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た

　
　
　
　
　
と
思
え
る
社
会
を
」

講
師
　
湯
浅
　
誠
　
氏

こ
う
し

ゆ
あ
さ

ま
こ
と

期
日　
　
平
成
二
十
五
年
十
二
月
七
日
（
土
）

　
　
　
　
十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時
二
十
分

会
場　
　
山
北
町
立
中
央
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師
紹
介　
・
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長

　
　
　
　
　
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
立
支
援
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
も
や
い
事
務
局
次
長

　
　
　
　
　
・
内
閣
府
参
与

　
　
　
　
　
・
社
会
活
動
家

　
貧
困
問
題
を
現
場
か
ら
訴
え
続
け
た
「
年
越
し

派
遣
村
」
の
村
長
を
務
め
た
湯
浅　
誠
氏
を
お
迎

え
し
開
催
し
ま
す
。　
　
　

※

入
場
は
無
料
で
す

嘘でもいい　希
うそ

千人に一人　この世に降

愛さずには　いら

「希望がないから育てられ

私は　２０余年前、

しかし、年を経て多く

あれはおかしな思

将来への希望というもの

誰にたいしても幻

未来のこと

それなのに、知的障がい

もう　希望はないと思

健常者でも　障がい者で

一寸先は闇であり　ま

翔子にわるいことをして

ダウン症であることが

涙を流していた　新し

抱いてあげるべき大事

翔子は　母親の悲しい顔

取り返しのつかない深

せんにん ひとり よ

そだ

よ ねんまえ

とし へ

しょうらい

だれ

みらい

けんじょうしゃ

いっすんさき やみ

なみだ なが

いだ

ははおや

と かえ

き

お

おお

おも

げん

ちてきしょう

あたら

だいじ

かお

ふか

＜NHK大河ドラマ「平清
「ダウン症の書家　金澤

ひ
っ
し

つ
づ

よ
う
ご
き
ょ
う
ゆ

ひ
ら

あ

で

い
り
ょ
う
き

か
ん

つ
う
い
ん

は
じ

だ
ん

な
か
ま

ふ

き

ち
り
ょ
う

こ
せ
き

へ
ん
こ
う

た
い
お
う

じ
ゅ
ん
び

げ
ん
じ
ょ
う

ふ
っ
し
ょ
く

ぶ
じ
ょ
く
て
き

い
や

げ
ん
ど
う

し
ゅ
う
し
ょ
く

じ
ゅ
う
み
ん
ひ
ょ
う

て
い
し
ゅ
つ

つ

き
さ
い

け
ん
こ
う
ほ
け
ん
し
ょ
う

つ
か

び
ょ
う
い
ん

い

ぞ
く

は
や

そ
う
き

ま
わ

ほ
ん
に
ん

か

し
ょ
う
が
く
せ
い
じ
だ
い

じ

に
ん

の

せ
い
か
つ

か
か

ほ
う
じ
ん

け
ん
な
い

く
に

ぎ
ょ
う
せ
い

て
い

す

か
ん
き
ょ
う

あ
い
て

じ
れ
い

な
が
わ

ほ
う
り
つ

せ
い

と

く

り
か
い

そ
ん
ち
ょ
う

ま
も

か
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子
育
ていい

ね
！

子
育
て
っ
て

山口さん
ご家族
＜玄倉＞

え
時
期
の
お
別
れ
会
や
歓
迎
会
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
事
業
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い
る
上
で
、
苦
労
さ

れ
て
い
る
点
や
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
す
か
。

「
ク
ラ
ブ
で
は
、子
ど
も
た
ち
は
指
導
員
の
言

う
こ
と
を
聞
く
、
人
の
い
や
が
る
こ
と
は
し
な

い
な
ど
８
つ
の
約
束
を
守
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
中
に
は
約
束
が
守
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
り
、
遊
び
が
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し

て
ケ
ン
カ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
、
対
応
に

苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
と
き
ど

き
私
の
膝
の
上
に
乗
っ
て
く
る
子
ど
も
が
い
ま

す
が
、こ
う
い
う
子
ど
も
を
見
る
と
、
愛
情
を

求
め
て
い
る
の
か
な
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の

い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
が
一
緒
に
過
ご
し
て
い
る

の
で
、
よ
り
適
切
な
保
育
が
行
え
る
よ
う
に
、

指
導
員
を
増
員
す
る
な
ど
の
対
応
も
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
一
番
楽

し
み
に
し
て
い
る
時
間
は
お
や
つ
で
す
。
毎
回

ス
タ
ッ
フ
が
頭
を
ひ
ね
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

喜
ぶ
よ
う
な
お
や
つ
を
選
ん
で
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
で
す
ね
。」

　
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
お
考
え
を
お
持
ち
で
す
か
。

「
私
は
、
松
田
警
察
署
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

少
年
補
導
員
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
や

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
川
村
囃
子
山
北
保
存

会
と
し
て
、
幼
稚
園
児
や
小
学
生
へ
の
太
鼓

指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
に
勤
め

る
こ
と
を
お
受
け
し
た
と
き
、
私
は
子
ど
も

た
ち
の
顔
見
知
り
と
な
る
こ
と
で
、
町
内
で

子
ど
も
た
ち
と
気
軽
に
接
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
も
し
い
け
な
い
こ
と
を
し
て
い
た
ら
注
意

が
し
や
す
い
と
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ク

ラ
ブ
の
指
導
員
の
方
々
の
力
を
お
借
り
し
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
役

に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　

こ
ん
に
ち
は
。
私
た
ち
家
族
は
丹
沢
湖
畔

に
住
ん
で
い
ま
す
。
う
ち
に
は
二
人
の
子
ど

も
が
い
ま
す
。
２
歳
半
に
な
る
結
愛
は
、
お

し
ゃ
べ
り
が
上
手
で
大
人
顔
負
け
な
く
ら
い

で
す
。
何
か
頼
み
ご
と
を
す
る
と
き
に
最
後

に「
よ
ろ
し
く
ね
！
」と
満
面
の
笑
み
で
言
い

ま
す
。
さ
す
が
女
子
だ
な
〜
。
し
つ
こ
い
こ

と
を
す
る
と
「
ほ
ん
と
に
や
め
て
」
と
怒
り

ま
す
。
４
月
に
弟
が
生
ま
れ
て
、
こ
こ
数
か

月
で
と
っ
て
も
お
姉
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
結
愛
は
パ
パ
が
大
好
き
で
、
パ
パ
と

の
お
出
か
け
が
大
好
き
で
す
。
パ
パ

も
娘
に
メ
ロ
メ
ロ
で
す
。
そ
し
て
、

誰
に
似
た
の
か（
笑
）ひ
ょ
う
き
ん
者

で
一
丁
前
に
み
ん
な
を
笑
わ
せ
よ
う

と
面
白
い
こ
と
を
し
て
く
れ
ま
す
。

我
が
家
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
す
。

４
月
に
生
ま
れ
た
叶
翔
は
６
か
月
に

な
り
ま
す
が
、３,
６
６
０
ｇ
と
大
き

く
生
ま
れ
た
せ
い
か
今
で
も
お
デ
ブ

ち
ゃ
ん
だ
し
、
何
も
か
も
が
早
い
で

す
。
歩
行
器
で
家
中
を
暴
走
し
て
い

ま
す
。
こ
の
頃
、
し
っ
か
り
と
し
た

意
志
を
持
ち
始
め
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と

や
り
あ
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
パ
パ

は
子
育
て
に
と
っ
て
も
協
力
的
で
毎

日
助
か
り
ま
す
。
隣
に
は
主
人
の
母

も
い
る
し
、
私
の
実
家
が
中
川
な
の

で
、
近
く
の
み
ん
な
の
手
を
借
り
な

が
ら
の
子
育
て
で
す
。
子
ど
も
た
ち

も
じ
い
や
ば
ー
ば
が
大
好
き
で
す
。三
保
地

区
、
子
ど
も
は
少
な
い
で
す
が
先
輩
マ
マ
た

ち
が
交
流
の
場
を
作
っ
て
く
れ
る
の
で
、
マ

マ
も
子
ど
も
同
士
も
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
一
番
幸
せ
だ
な
〜
っ
て
思
う
の
は
結

愛
が
叶
翔
を
あ
や
し
て
、
二
人
で
ゲ
ラ
ゲ
ラ

笑
っ
て
い
る
と
き
で
す
。
こ
ん
な
幸
せ
な
気

持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
に
感
謝

で
す
。
み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ね
！

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
美
穂
さ
ん
）

町
の
人

　

宮
坂
昌
克
さ
ん
は
、
今
年
４
月
に
町
が
川

村
小
学
校
内
に
開
設
し
た
や
ま
き
た
児
童
ク

ラ
ブ
の
施
設
長
を
務
め
ら
れ
て
い
て
、
施
設

を
利
用
し
て
い
る
児
童
が
、
保
護
者
が
迎
え

に
来
る
ま
で
の
間
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ

う
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
設
か
ら
半

年
が
経
過
し
た
今
回
は
、
宮
坂
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　
や
ま
き
た
児
童
ク
ラ
ブ
は
ど
の
よ
う
な
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

「
や
ま
き
た
児
童
ク
ラ
ブ
は
、私
を
含
め
11
名

の
指
導
員
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ

を
利
用
し
て
い
る
児
童
は
小
学
校
１
年
生
か

ら
４
年
生
ま
で
で
、
夏
休
み
期
間
が
ピ
ー
ク
で

50
人
強
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
40
人
ほ
ど
で

す
。
昼
間
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
で
家
に
い

な
い
児
童
が
利
用
し
て
い
る
施
設
で
す
の
で
、

平
日
は
５
人
の
指
導
員
が
交
代
で
、
家
庭
的

で
温
か
み
が
あ
る
保
育
を
目
指
す
と
と
も
に
、

し
つ
け
と
い
う
点
も
視
野
に
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
通
常
の
保
育
の
ほ
か
に
も
、

３
か
月
ご
と
の
お
誕
生
会
や
七
夕
、
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
を
行
っ
た
り
、
夏
に
は
保
護
者
や
兄
弟
姉
妹

も
交
え
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
行
っ
た
り
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
や
年
度
切
替

宮
坂　
昌
克
さ
ん　

（
や
ま
き
た
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
長
）

お
父
さ
ん　
山
口　
友
之
さ
ん

お
母
さ
ん 

美
穂
さ
ん

 

結
愛
ち
ゃ
ん

 

叶
翔
く
ん

ゆ　
あ

か
な
と

２
歳

６
か
月
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ウ
サ
ギ
が
や
っ
て
き
た

｠　
夏
休
み
明
け
の
９
月
３
日
、
川
村
小
学
校

に
中
村
小
学
校
か
ら
ウ
サ
ギ
３
羽
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
い
た
ウ
サ
ギ
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
か
ら
で
す
。
小
学
校
１
年
生
の
子
ど
も

た
ち
の
両
手
に
す
っ
ぽ
り
と
入
る
く
ら
い
の
小

さ
な
ウ
サ
ギ
に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

　

震
え
る
ウ
サ
ギ
を
恐
る
恐
る
抱
く
１
年
生

に
、
飼
育
委
員
会
の
６
年
生
が
抱
き
方
や
水

や
り
の
仕
方
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

「
毎
日
の
水
や
り
、
餌
や
り
、
フ
ン
の
掃
除

は
大
変
で
は
な
い
で
す
か
」
と
の
問
い
に
、

「
楽
し
い
か
ら
毎
日
出
来
ま
す
。」と
笑
顔
で

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
か
わ
い
い
、
ふ
わ
ふ
わ
、
気
持
ち
い
い
、

楽
し
い
」
と
い
う
体
験
を
何
度
も
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ひ
と
つ
の
命
を
大
事
に
す
る
気
持

ち
を
子
ど
も
た
ち
は
学
ぶ
の
で
す
と
、
校
長

先
生
は
子
ど
も
た
ち
を
誇
ら
し
げ
に
見
つ
め

て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
（
武
井
智
子
さ
ん
）

　
お
地
蔵
さ
ん
の
お
念
仏

｠　

箒
沢
地
域
で
は
、
昔
か
ら
地
区
に
あ
る
地

蔵
堂
で
、
年
２
回
（
２
月
、
８
月
）
お
念
仏

を
申
し
て
い
ま
す
。 

　

申
す
人
の
高
年
齢
化
も
あ
り
、
若
い
世
代

へ
の
引
き
継
ぎ
で
、
ぎ
こ
ち
な
い
お
念
仏
も

あ
り
ま
す
が
、
半
年
に
一
度
皆
で
集
ま
り
、

子
ど
も
の
健
康
を
願
う
と
い
う
、
地
域
の
大

切
な
行
事
で
す
。　
　
　
（
佐
藤
直
美
さ
ん
）

※

箒
沢
の
地
蔵
さ
ん
は
化
粧
地
蔵
と
よ
ば
れ
、
子
ど

も
の
神
さ
ん
だ
と
い
う
。
子
ど
も
の
な
い
人
が
願

を
か
け
、
子
ど
も
が
で
き
る
と
、
お
礼
に
寄
付
を

し
た
り
、
よ
だ
れ
か
け
、
帽
子
な
ど
を
奉
納
し
た
。

　
二
月
二
十
四
日
と
八
月
二
十
四
日
の
午
後一時
頃
か

ら
鉦
を
叩
い
て
念
仏
を
唱
え
る
。
集
落
の
者
が
ゴ
ッ

ク
（
お
供
え
）
を
分
け
て
い
る
。
子
ど
も
は
中
川

の
方
か
ら
も
集
ま
っ
て
く
る
。
親
戚
の
子
が
よ
そ
か

ら
来
る
こ
と
も
あ
る
。（

山
北
町
史 
別
編 

民
俗
よ
り
）

川村囃子山北保存会に
宝くじ助成

「水道水の放射性物質濃度について」
　町では、水道水の放射性物質濃度の測定を実施し
ています。測定の結果、放射性物質は検出されてい
ません。

○直近の採水日時
　平成２５年９月２６日（木）午前８時３０分

○採水場所
　皆瀬川浄水場（山北町山北３７０１）

○検査結果（浄水）
　・セシウム（Ｃｓ１３４） 不検出
　・セシウム（Ｃｓ１３７） 不検出
　・ヨウ素　（Ｉ １３１）  不検出

○過去の検査結果
　過去２９回の検査を実施し、すべてにおいて放射
性物質は検出されていません。
※町では県内各地の測定結果等の情報収集に努め、
　その状況に応じて対策を進めていきます。

【問合せ】上下水道課工務班
　　　　 （電話）７５－３６４５

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が

　
　
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

　川村囃子山北保存会では、平成
25年度一般コミュニティ助成事業
（宝くじ助成）を活用し、袢天（ドンブリ、帯含む）、長胴
太鼓、締太鼓、篠笛、ワイヤレスアンプを整備しました。
　今後も、世代を超えた交流の促進と地域コミュニティ
活動への参加意欲を高め、地域の活性化を図ります。
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第20号

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

11
月
６
日（
水
）  「
ひ
の
き
」湯

11
月
26
日（
火
）  

風
呂（
ふ
ろ
）の
日

・
毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、

　
当
日
利
用
券
を
購
入
し
入
場
さ

れ
た
方
全
員
に
、次
回
平
日
ご
利

用
割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
町
Ｈ
Ｐ

　
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

男
も
厨
房
に
入
る
べ
し
！

　
「
男
の
料
理
」
の
会
が
誕
生
し
て
16
年
に

な
り
ま
す
。
こ
の
会
は
、
町
で
開
催
し
た
男

性
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
た
方
々
の
希
望

で
、
食
に
つ
い
て
学
び
、
自
分
で
料
理
す
る

楽
し
み
と
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
平
成

９
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

会
長
で
あ
る
岩
田
篤
治
さ
ん(

萩
原)

に
活

動
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
会
員
数
と
会
員
の
年
齢

　
会
員
数
は
発
足
時
35
名
で
、
平
成
22
年
に

は
39
名
に
ま
で
増
え
ま
し
た
が
、
現
在
は
36

名
（
平
成
25
年
９
月
末
現
在
）
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
年
齢
層
は
、
90
歳
代
が
１
名
、
80

歳
代
が
７
名
、
70
歳
代
が
11
名
、
60
歳
代
が

16
名
、
50
歳
代
が
１
名
で
、
平
均
年
齢
は
72

歳
と
な
り
ま
す
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
方
々

ば
か
り
で
す
。

　
町
外
在
住
者
は
１
名
、
会
の
発
足
時
か
ら

継
続
さ
れ
て
い
る
方
も
５
名
い
ら
れ
ま
す
。

・
活
動
内
容

　
年
４
回
土
曜
日
を
中
心
に
、
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
調
理
実
習
室
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
活
動
の
際
は
、
広
報
に
掲
載
し
会
員

以
外
の
参
加
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
平
成
25
年
の
計
画

　
毎
回
、
町
の
食
生
活
改
善
推
進
団
体
の

「
い
く
み
会
」に
、献
立
の
作
成
と
調
理
の
サ

ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
３
〜
４
品
作
り
ま
す
。

　
調
味
料
の
計
量
を
忘
れ
た
り
、
レ
シ
ピ
ど

お
り
に
作
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
り
し
ま
す

が
、
み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ
い
と
料
理
作
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
会
員
だ
け
の
活
動
も
あ
り

ま
す
。
毎
年
、
４
月
に
は
そ
ば
打
ち
会
や
、

10
月
に
は
家
族
に
料
理
の
腕
を
披
露
し
、
日

ご
ろ
の
感
謝
を
伝
え
る
た
め
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
餅
つ
き
を
し
て
い
ま
す
。

・「
男
の
料
理
」
の
会
に
参
加
し
た
動
機

　
学
生
時
代
、
自
炊
生
活
で
の
苦
い
経
験
か

ら
料
理
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
し
た
。

仕
事
や
時
間
に
余
裕
が
で
き
、
知
人
か
ら
の

誘
い
も
あ
り
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
会
の
発
足
時
か
ら
参
加
し
て
い
る
の
で
、

16
年
が
経
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
思
う
ほ
ど

料
理
の
腕
は
上
達
し
ま
せ
ん
が
、
色
々
学
べ

る
事
や
仲
間
と
の
交
流
が
増
え
、
楽
し
く
て

続
け
て
い
ま
す
。

・
今
後
の
抱
負

　
で
き
れ
ば
毎
月

料
理
教
室
を
開
催

し
、
会
員
も
増
や

し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
年
齢
を

問
わ
ず
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
男

同
士
で
料
理
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班

（
電
話
）
75　
│
０
８
２
２

お揃いのエプロンと帽子を着用

～平成25年9月7日（土）の献立～
ふわとろ親子丼・かぶとシーフードの
中華煮・オクラとタコのさっぱり和え

開
催
日

３
月
２
日

６
月
６
日

９
月
７
日

12
月
７
日

内　
容

押
し
寿
司　
他

肉
じ
ゃ
が　
他

親
子
丼　
他

正
月
料
理
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編集発行／山北町立中央公民館　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4
☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

842№中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

１０月１８日（金）に公民館主催事業として『汽車ポッポ 人形劇公演』（公民館ボランティアによる人形劇）を開催しました。
中央公民館では、今後も季節に合わせた教室や行事を開催する予定です。皆様お誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。

汽車ポッポ汽車ポッポ

人形劇公演人形劇公演人形劇公演
を行いました

けんちゃんとスノー

手あそび手あそび

おんちょろちょろ

楽しかった
ね！！



広報やまきた　平成25年11月号　No.705 16

＊11月3日（日）９：００から申し込みの受付をします。
　定員になりしだい締め切りとなります。
＊11月3日（日）９：００から申し込みの受付をします。
　定員になりしだい締め切りとなります。

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは中央公民館事務室Tel（75）3131までどうぞ！

編み物教室
日　時　11月26日（火）・12月３日（火）
　　　　13：30 ～15：30 ※２回シリーズです。
内　容　カギ針編みでエコバックを作ります。
　　　　※初心者・中級者向けの作品です。
対　象　一般（定員10名）
講　師　西山 節子さん（ハンドボイスサークル会長）
参加費　1,300円
持ち物　筆記用具

エコクッキング
日　時　11月29日（金）９：30 ～12：00
内　容　野菜をムダなく使って簡単ヘルシーエコクッキン

グ。鮭のみそ焼き・ひじきと切り干し大根の煮
物・根菜のピリ辛炒めとすり流し汁を作ります。

対　象　一般（定員24名）　　講　師　野村 千鶴さん
参加費　500円　持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具

そば作り教室
日　時　12月11日（水）９：30 ～13：00
内　容　毎年大人気の芋入り年越しそばを作ります。
対　象　一般（定員12名）　　参加費　1,000円
講　師　渡辺 耕喜さん・臼井 政江さん
持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具・持ち帰り用容器

中央公民館 多目的ホールにて「クリスマス もみの木コンサート」を開催します。
開催日時　12月23日（月）14：00～ 16：00
場　　所　中央公民館 多目的ホール
内　　容　ミュージックベルとコーラスの演奏会
練 習 日　11月30日（土）・12月７日（土）・12月14日（土）・12月21日（土）
　　　　　ミュージックベル（幼児から小学生対象）10：00～ 12：00
　　　　　コーラス（幼児から一般対象）18：30～ 20：30
※出演者募集中です！申込み・練習などの問合せは中央公民館　TEL.（75）3131までご連絡ください。

クリスマス もみの木コンサート開催、出演者募集中！

～ピアノ・サックス・フルートの演奏を聴きにぜひお越しください！～
日　時　11月24日（日）14：00開演（13：30開場）
場　所　中央公民館 多目的ホール
内　容　ミュージカル特集（オペラ座の怪人、ウエストサイドストーリー、レ・ミゼラブル）他
問合せ　宮里　TEL.（76）3711

第19回クラシック音楽連盟コンサートを開催します！

お知らせ

●作品見本

　北村園子さんを講師にお招きして、特製鶏団子のス
ープと茶巾寿司を作りました。
　鶏団子は白玉粉とそば粉で作った生地で包みモチモ
チの食感で、これからの季節、鍋の具にもピッタリと
大好評でした。

前回のイベントから
鶏団子スープと茶巾寿司作り教室【９月２６日（木）】

山北美術協会小品展
【９月２０日（金）～１０月４日（金）】

第２回　湖底に沈んだ三保のふるさと
【１０月５日（土）～１０月１７日（木）】

開催しました

ロビー展示

入場自由・無料

入場無料・要整理券

※折り畳むと花の
　形になります。

（中央公民館事務室に
　見本があります。）
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＊都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

中央公民館では、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。

②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
限られた資源を
大切にしましょう

日

7
14
21
28

月
1
8
15
22
29

火
2
9
16
23
30

水

3
10
17
24

木

4
11
18
25

金 土
11月

5
12
19
26

6
13
20
27

日
7
14
21
28

月
1
8
15
22
29

火
2
9
16
23
30

水
3
10
17
24
31

木
4
11
18
25

金 土
12月

5
12
19
26

6
13
20
27

多目的ホール他
視聴覚ホール
図 書 室
多目的ホール他
多目的ホール他
美術工芸室
１階ロビー
多目的ホール
視聴覚ホール
多目的ホール
美術工芸室
視聴覚ホール
図 書 室

多目的ホール

美術工芸室
美術工芸室
多目的ホール
第１会議室
調理実習室
美術工芸室
視聴覚ホール

第３会議室
美術工芸室

自 由
申込者
自 由
自 由
自 由
申込者
自 由
申込者
申込者
自 由
申込者
申込者
自 由

自 由

申込者
申込者
自 由
申込者
申込者
申込者
申込者

申込者
申込者

場　　所 対象催　し　物　名 主催者 ・ 問合せ

町民文化祭・展示発表会
ジュニアコーラス
おはなし会
町民文化祭・展示発表会
町民文化祭・展示発表会
布の絵本作り教室①
NPO法人ウッドボイス彫刻展（～22日）
やまぶき学級 芸術鑑賞・閉講式
ジュニアコーラス
町民文化祭・芸能発表会
ワンダーランド
ジュニアコーラス
おはなし会

コンサート「ふるさとの歌」

つるし雛作り教室②
布の絵本作り教室②
第19回クラシック音楽連盟コンサート
編み物教室①
エコクッキング
ワンダーランド
ジュニアコーラス

編み物教室②
つるし雛作り教室③

生涯学習課 TEL.（75）3649
中央公民館
中央公民館 
生涯学習課 TEL.（75）3649
生涯学習課 TEL.（75）3649
中央公民館 
NPO法人ウッドボイス TEL.（43）6033
社会福祉協議会 TEL.（75）1294
中央公民館 
生涯学習課 TEL.（75）3649
中央公民館 
中央公民館 
中央公民館 
ヴォーカルグループ
「山びこ」 TEL.（76）3288
中央公民館
中央公民館
宮　　　里 TEL.（76）3711
中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館

中央公民館
中央公民館

開始時刻

９：００
１０：００
１４：３０
９：００
９：００
９：３０
１３：００
１３：３０
１０：００
１０：００
９：００
１０：００
１４：３０

１４：００

１３：３０
９：３０
１４：００
１３：３０
９：３０
９：００
１０：００

１３：３０
１３：３０

場　　所 開始時刻 対象12月（前半） 催　し　物　名 主催者 ・ 問合せ

土

日
月

金

土
日

土

日

木
金
日
火
金

土

火
木

2

3
4

8

9
10

16

17

21
22
24
26
29

30

3
5

11月

※町民文化祭・展示発表会は９：００から１７：００までとなります。ただし、４日は１５：００までです。
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図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内
利用時間は、９：００～１８：００です。
（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
アドレスは、パソコン用　ｈｔｔｐ：//ｙａｍａｋｉｔａ-ｌｉｂ．ｊｐ/
　　　　　　携帯電話用　ｈｔｔｐｓ：//ｉｌｉｓｏｄ００１．ａｐｓｅｌ．ｊｐ/ｙａｍａｋｉｔａ-ｌｉｂ/ｗｏｐｃ/ｐｃ/ｍＳｒｖ？ｄｓｐ＝ＴＰ

携帯サイトの
案内はこちら

●日　程・内　容
①１１月　２日（土）
　絵本「おちゃのじかんにきたトラ」ほか
　（おはなしボランティア「クローバー」）
②１１月１６日（土）
　パネルシアター「やきいもグーチーパー」ほか
　（おはなしボランティア「汽車ポッポ」）
③１２月　７日（土）
　絵本「ありがとうのえほん」ほか
　（おはなしボランティア「えほんまる」）
●時　間　14：30～15：00
●場　所　親子室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆
◆ 一 般 書

書　　　名 著  者  名　等
光秀の定理（レンマ）
岳飛伝　６
祈りの幕が下りる時
傷
ゼツメツ少年

ほか

垣 根 涼 介
北 方 謙 三
東 野 圭 吾
堂 場 瞬 一
重 松 　 清

ほか

◆ 児 童 書
書　　　名 著  者  名　等

３びきのくま
風立ちぬ
おかし
おいでフレック、ぼくのところに
どろぼうがっこうぜんいんだつごく

ゲルダ・ミューラー
宮 崎 　 駿
なかがわ りえこ
エヴァ・イボットソン
か　こ　さとし

『映画・ドラマ原作本』
今月のおすすめ本今月のおすすめ本今月のおすすめ本

　例年好評の、話題の映画やドラマなどの原
作本を集めて展示します！普段本を読まない
方でも、好きな俳優さんが演じた作品などか
ら読み始めてみるのはいかがですか？

標語『本と旅する　本を旅する』
　旅に持っていきたい本、旅に出
たくなる本など、旅に関する本を
11月30日まで展示しています。

１０月２７日～１１月９日は読書週間です！

お知らせお知らせ
★11月１日（金）～４日（月）及び10日（日）、
　学習室は終日利用できません。
　（町民文化祭開催のため）
　ご理解・ご協力をお願いいたします。
（お詫び） 前月号で11月1日～4日の間、図書

室の利用を17：00までとさせていた
だく旨をお知らせいたしましたが、通
常通り18：00まで開室いたします。
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女
学
校
二
年
に
希
望
者
で
の
富
士
登
山
頂
上
き
わ
め
し
を
生
涯

の
宝
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯　

山　

榮　

子

（
評
）
我
々
日
本
人
の
期
待
の
中
に
、
富
士
山
が
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
、
大
き
な
喜
び
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
作
者

は
青
春
時
代
に
富
士
登
山
を
経
験
さ
れ
、
そ
の
感
激
は
並
々
な

ら
ぬ
も
の
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
現
在
は
車
で
五
合
目
ま
で
行

け
る
様
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
登
る
人
が
ほ
と
ん
ど

の
様
で
す
が
、
当
時
は
一
合
目
か
ら
五
合
目
あ
た
り
ま
で
緑
を

楽
し
み
な
が
ら
、
そ
し
て
徐
々
に
岩
山
へ
と
変
わ
り
、
山
頂
を

き
わ
め
た
時
の
喜
び
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「
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ぶ
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子
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館
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あ
り
て
実
を
結
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た
り
そ
の
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五　
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田　

け
さ
み

二
〇
二
〇
年
に
来
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
思
わ
ず
我
の
年
数
え

た
り　
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ヨ
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晴
天
に
ボ
ラ
二
十
年
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表
彰
受
く
我
が
生
涯
の
宝
に
せ
ん
と
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子
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で

ひ
ら

ま
な
し
た

は
っ
さ
く

さ
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よ

１１／　３　　室生神社流鏑馬

　　　１６　　西丹沢もみじ祭り

　　　２３　　山北町産業まつり

　　　　　　　キッズカーニバル

　　　２４　　丹沢湖マラソン大会

１１／　３　　室生神社流鏑馬

　　　１６　　西丹沢もみじ祭り

　　　２３　　山北町産業まつり

　　　　　　　キッズカーニバル

　　　２４　　丹沢湖マラソン大会

山北
三保　

26.1℃
22.6℃

（28.7℃）
（23.7℃）

9月の平均気温

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

町の人口と世帯 （10月1日 現在）
（　）内は前月比

5,612人　
5,903人　
11,515人　
4,245世帯

（－　8人）
（－　6人）
（－14人）
（－2世帯）

男
女
計

世帯数

※（　）内は平成24年の数値

9月の降雨量
山北
三保　

322mm（289mm）
366mm（351mm）

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

※今回の掲載分は、平成２５年９月１６日から平成２５年１０月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

9月1日から9月30日まで（小田原市消防本部）町内の災害等出動状況
火災 0件 救急 ４１件 救助 ２件

森林を活用した事業（ふるさと応援寄附金）として
　　　埼玉県さいたま市 清水　伸二　様
　　　　　　　　　　　10,000円　
観光振興に関する事業（ふるさと応援寄附金）として
　　　東京都世田谷区 匿名希望
　　　　　　　　　　　10,000円　

し ど う

み 　 く

こ 　 う

ゆ 　 め

め い な

萩原下　石　塚　志　道（男）真　二・鮎　美

下本村　南　雲　望　玖（女）　翔　・直　美

〃　　　服　部　巧　侑（男）保　彦・理　恵

山市場　鈴　木　結　愛（女）将　人・亜梨紗

　畑　　押　木　芽衣奈（女）雅　嗣・由紀子

上清水　　田　代　フミヱ（女）８９歳　本　人
中下清水　　木　川　政　夫（男）９０歳　　〃　
怒杭文化　　佐　藤　仁　士（男）５９歳　　〃　
　〃　　　松　永　キ　ヨ（女）８７歳　　〃　
越　地　　佐　藤　允　玄（男）８３歳　　〃　
　〃　　　湯　川　　武　（男）８５歳　　〃　
　宿　　　川　島　サキ子（女）９１歳　　〃　
尺里東　　瀬　戸　とし子（女）８９歳　　〃　
下本村　　瀬　戸　正　三（男）７７歳　　〃　
共和西　　八　木　定　吉（男）８８歳　　〃
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　今月号の表紙は、10月11日に行われた向原保育園の園
児たちのさつまいもの収穫の様子です。
　５月に丁寧に植え付けした苗が、こんなに大きなさつま
いもになっていて、園児たちは大満足。自分の手で掘った
さつまいもの味は、きっと格別だったことでしょう。

今月の表紙 「さつまいもの収穫」

今年もたくさんとれたよ！

　９月２４日、清水小・中学校と三保小学校の児童・生徒
たちが稲刈り体験をしました。今年の５月に、地域の協
力者の方々と一緒に丁寧に植えた苗は、台風の風雨に
も負けず、立派な稲穂に成長しました。児童や生徒は手
作業で、稲を一束一束手際よく刈り取っていました。

　１０月４日と１８日に、向原保育園、山北幼稚園の園児
たちが、それぞれさつまいも掘りをしました。
　今年も豊作となったさつまいもは、畑から引き抜く
のがとても大変。ようやく掘れたさつまいもを手に、
「おっきいの
とれた～」と
園児たちは
大喜びでし
た。

清水小・中学校、三保小学校
合同稲刈り体験

向原保育園・山北幼稚園
さつまいも掘り

̶ 足柄上郡小学校連合体育大会の合同練習で ̶
尾﨑好美さんが走り方の指導を

　９月26日、昨年のロンドンオリンピック女子マラソンに
出場した尾﨑好美さん（第一生命）が母校の川村小学
校を訪れ、足柄上郡小学校連合体育大会に向けた３校
（川村・清水・三保小学校）合同練習の指導をしました。
　合同練習は、川村・清水小学校６年生と三保小学校
５、６年生の計95人が参加し、尾﨑さんと一緒に準
備体操やジョギングを行った後、種目別に分かれての
練習となりました。尾﨑さんは、走り方の基本や腕の
振り方、姿勢などの指導をするとともに、大会までの
心構えなども説明し、児童は真剣に話を聞いて練習に
取り組んでいました。

ロンドンオリンピック女子マラソン出場


